画 を 好かぬ 小 供 は 先ず 少ない として その 中に も 自分 

は 小 供の 時、 何よりも 画が 好きであった。 (と 岡 本 某 

が 語り だした)。 

好き こそ 物の 上手と やらで、 自分 も 他の 学課の 中 画 

では 同級生の 中 自分に 及ぶ ものがない。 画と 数学と な 

はばか たれ おおい 

ら、 憚りながら 誰でも 来い なんて、 自分 も 犬に 得意 

が つていた ので ある。 しかし 得意と いう こと は 多少 競 

争 を 意味す る。 自分の 画の 好きな こと は 全く 天性と 

いっても 可かろう、 自分 を 独で 置けば 画ば かり 書い 

ていた もの だ。 

独で 画 を 書いて いると いえば 至極 温順し く 聞え るが、 



胸 を 轟かして、 展覧 室に 入った 者 は 自分であろう。 

図画 室 は 既に 生徒 及び 生徒の 父兄 姉妹で！ „ 儿満 にな つ て 

いる。 そして 二 枚の 大画 (今日の いわゆる 大作) が 並 

ベて 掲げて ある 前 は 最も 見物人が 集って いる。 二 枚の 

大画は 言わず とも 志 村の 作と 自分の 作。 

あらぎも 

一見 自分 は 先ず 荒胆を 抜かれて しまった。 志 村の 画 

題 は コロン ブスの 肖像な らんと は！ しかも チヨ ー ク 

で 書いて ある。 元来 学校で は 鉛筆 画ば かりで、 チヨ ー 

ク画は 教えない。 自分 も チヨ ー クで 画くな ど 思い もつ 

かんこと であるから、 画の 善悪 は ともかく、 先ず この 

一事で 自分 は 驚いて しまった。 その上 ならず、 馬の 頭 



そうそう そうそう 

蒼々 たる 大空 を 見上げて いると、 川瀬の 音が 淙々 とし 

て 聞え る。 若草 を薙 いで 来る 風が、 得なら ぬ 春の 香 を 

かお かす い しばら 

送って 面 を 掠める。 佳い 心 持に なって、 自分 は 暫時く 

じっとし ていたが、 突然、 そうだ 自分 も チヨ ー クで画 

いて 見よう、 そうだと いう 一念に 打 たれた ので、 その 

うち ゆるし 

まま 飛び起き 急いで 宅に 帰え リ、 父の 許 を 得て、 直ぐ 

チヨ ー クを 買い 整え 画板 を 提 げ 直ぐ また 外に 飛び出 

ひ i. こ。 

この 時まで 自分 は チヨ ー クを 持った ことがない。 ど 

まる で 

ういう 風に 書く もの やら 全然 不案内で あつたが チヨ ー 

たびたび 

クで 書いた 画 を 見た こと は S 々あり、 ただこれ まで 自 



作 を 見て、 僅に 自分の 画心 を 満足 さしてい たので ある- 

と ころが 自分の 二十の 時であった、 久しぶりで 故郷 

もち 

の 村落に 帰った。 宅の 物置に かって 自分が 持 あるいた 

画板が あつたの を 見つけ、 同時に 志 村の こと を 思いだ 

したので、 早速 人に 聞いて 見る と、 驚くまい ことか、 

彼 は 十七の 歳 病死した とのこと である。 

自分 は 久しぶりで 画板と 鉛筆 を 提げて 家 を 出た。 

故郷の 風景 は 旧の 通りで ある、 しかし 自分 は 最早 以前 

の 少年で はない、 自分 はた だ 幾 歳 かの 年 を 増した ばか 

りで なく、 幸か不幸か、 人生の 問題に なやまされ、 生 

死の 問題に 深入りし、 等しく 自然に 対しても 以前の 心 
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